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演題発表に関連し、開示すべきＣＯＩ関係にある企業などはありません。



• 本邦において通院困難な高齢腹膜透析患者を最期まで地域で支えていくためには

訪問診療を行うための体制整備を早急に行う必要がある。

• しかしながら腹膜透析の管理ができる在宅医療スタッフは限られており、地域全体

で在宅腹膜透析の教育体制を整える必要がある。

• 本ワークショップでは訪問診療に関わるスタッフの教育体制に関して自施設の取り

組みをもとに皆さんと議論していきたい。

はじめに
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当院の紹介

・1947年(昭和22年)開院

・福岡県遠賀郡水巻町：人口27824人

・在宅療養支援診療所(2016.5月)

・在宅支援部設立(2020.4月)

・在宅緩和ケア充実診療所(2023.7月)

一般内科 腎臓内科 消化器内科 訪問診療 緩和ケア

医療法人 楠本内科医院



自己紹介
連携事業所数・職種別割合

(21施設)

(55施設)

(20施設)

(12施設)
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訪問看護ST 居宅介護事業所 病院

訪問調剤薬局 有料老人ホーム

居宅介護事業所
46.2%

訪問看護ST
17.6%

有料老人ホーム
9.2%

薬局
10.1%

病院
16.8%



自己紹介
訪問診療(在宅医療)におけるチーム
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• 92歳 女性 慢性心不全・廃用症候群

• 心不全増悪にて入院加療中にADL低下（全介助)、食欲低下あり

• リハビリ意欲もなく本人は自宅退院希望

• 病院からは老衰の経過だが帰すのであれば意識がある今しかないのではないか
と試験外泊を提案 

• 担当ケアマネジャーは交代したばかりで在宅支援の理解が浅い

• 入院先の退院調整Nsより退院後の在宅介入依頼あり

• 家族・ケアマネジャーと事前面談

• 在宅医療の概要と支援の在り方について説明

問題症例から考える在宅教育の必要性
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• 家族対応のみでの試験外泊では対応困難が予想されるため退院後

往診、訪問看護導入を提案していたが、環境調整をすることなく

試験外泊(1泊２日)を行った。

• 帰宅後本人からの「きつい」という訴えや夜間せん妄、

おむつ交換、体位変換に家族のみでは対応できず。

• ケアマネジャーからも「こんな状態ではデイサービスやショート

ステイは利用できない」と説明あり。

• 家族も自宅での介護はできないと自宅退院を諦められ療養型病院

への転院となった。

環境調整の難しさ
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• 患者の「家に帰りたい」という思いを叶えることができなかった。

• 病院側(退院支援室)の認識不足

• 支援がない中での試験外泊で家族の自信喪失

• ケアマネジャーのマネジメント不足

• 地域全体での在宅医療への理解、教育が必要

問題点と対策
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高齢透析患者の当院の取り組みと
院内外のスタッフ教育



外来看護師・在宅支援部の連携

PD外来のサポート・療法選択外来・面談 訪問診療のサポート・診療アシスタント業務
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連携先訪問看護STへの教育

訪問看護ステーションへの同行指導 定期的な勉強会・マニュアル作成・tube交換
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連携施設への教育

有料老人ホーム・居宅介護支援事業の開拓・勉強会 施設スタッフへの講演「なぜ今PDか？」
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デイサービスへの教育 学生教育（看護学生)

デイサービスへの出張指導 看護学生へのPD講義・デモ
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地域住民への在宅医療の啓蒙活動 基幹病院との意思疎通

住民公開講座 「訪問診療の今とこれから」

「透析患者の現状と在宅医療における腹膜透析」
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基幹病院連携室との意見交換



訪問診療の実際を伝える

同行訪問研修（医師・看護師・ケアマネジャー) 在宅でのPD管理の実際
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資格取得・自己研鑽・学会発表

腹膜透析認定指導看護師・腎臓病療養指導士  「腹膜透析における在宅支援部の取り組み」
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患者さんより掲載の許可済み

小笠原内科・岐阜在宅ケアクリニック視察・研修

認知症の一人暮らし ADLベット上

朗らかに生きて笑顔で旅立つ、「めでたいご臨終」を
迎えるためには暮らしたい処で心を込めた看取りをして
くれるケアチームによる緩和ケアを受けることが近道

日本在宅ホスピス協会会長
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「腎不全で人工透析の人は、家で腹膜透析ができる在宅医を選ぶ」
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新刊の紹介



• 訪問看護STへの教育

• 施設勉強会

• 出張指導・バッグ交換デモ

• 講演会

• 同行訪問研修

まとめ
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院内スタッフ教育

• 外来部門・在宅部門の連携・協働

• 勉強会準備・マニュアル作成

• 資格取得・学会発表・視察・研修

他部署（事業所）への指導をすること

自体が一番のスタッフ教育

院外多職種・地域スタッフ教育

ご清聴ありがとうございました。
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